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が可能であることがわかった。年次の異なる複数の Landsat 5 号-TM データと空中写真を併用することで、竹林の拡
大地、減少地と土地被覆の変化を捉えることができ、その結果、竹の植栽時期、および自然拡大開始時期を推定する
ことができた。 GIS を用いて竹林拡大地の地理的特性を把握した結果、竹の拡大と標高、傾斜との関連性は薄く、む
しろ土壌の厚さや土地被覆の影響を受けることがわかった。簡易動的コーン貫入試験機を改良して、竹林の拡大地と
ヮ“門
i
? ?
残存地における表層地盤特性を調査した結果、竹林の拡大地における表層地盤は竹林の残存地や樹林地に比べて、根
による土壌緊縛効果は小さいものと考えられた。以上の結論より、本論文は現在拡大が問題視されている竹林の現況
について考察したものであり、この成果は木材需要が低迷している国内の森林保全、および有効利用を促すための一
助になるものと考えられる。
論文審査の結果の要旨
地球環境の変化を把握することは、重要な課題である。本論文は、植生の変化に着目し、特に竹林の分布について、
日本の現状を総合的に分析したもので、国連環境計画 (UNEP) が世界的に公表したものとは逆の現象を解明してい
る。日本での竹林の変化に対し、現実的な提言を行うものである。研究の手法は、人工衛星による画像、すなわち衛
星リモートセンシングを主要な情報取得手段とみなし、これに加えて 空中写真によるリモートセンシングと共に
地上での観測データ(グランドトウルース)による検証を行い、結果の妥当性を考察している。従来のリモートセン
シングに関する研究では、画像解析のみに力点が置かれ、いずれのものにおいてもグランドトゥルース(地上で確認
出来る事実)の比重は著しく軽く取扱われてきた傾向が強し、が、本論文では、竹林の紅葉期の特性を利用し、固有の
分光特性と地形・地質条件を確認した上で結論を導いている。我国圃有の竹林の生態変化に付し、貴重な知見を提供
するものである。主な成果を要約すると以下の通りである。
(1)衛星リモートセンシング、空中写真リモートセンシング、地上リモートセンシング手法の特質を分析し、それぞれ
の解析手法と解析精度を明瞭に示した。
(2)竹類の世界的分布状況とモウソウチクおよびマダケの生態的特性を調査し、竹材や食材としての需要の実体と比較
した。
(3)現地計測により、竹およびその他の植生の分光反射特性を調査し、植生ごとの反射特性の違いを示した。
(4)竹の葉の分光反射率について、緑葉と枯葉の相違を確認した。
(5)衛星画像から竹林を抽出する手法を確立した。これにより、竹林分布の広域調査に実用的な指標を与えた。
(6)京都府南部地域における竹林分布の変化を特に詳細に分析し、農業の形態変化が竹を野生化させ、樹林地の減少と
竹林のより標高の高い山地への進展の課程が明瞭に示された。農政への具体的提言を与えた。
(7)山地防災の観点から、標高・傾斜・地質および植生を調査分析し、地形・地質・土壌と竹林の根系の発達との関連
性を示した。この結果、表層土壌が竹林の生態に強く影響を与えている事が判明した。
(8)表層地盤の特性について、改良型簡易貫入試験機の適用を考案し、現地実験によりこれが非常に有効な手段である
ことを検証した。これにより、竹林の根系が主に深度 50cm 以浅に発達すること、竹林の残存地と拡大地における
根系の密度に差があることを確認した。
(9)竹林の拡大地においては、根系による土壌緊縛効果が残存地のそれよりも小さく、無計画な竹林の拡大が地盤防災
上不適切であることを示した。
以上のように、本論文では、通常の衛星リモートセンシングによる分析だけでは確認し得ない現象を明示し、竹林分
布としづ主題を通じて、広域植生変化に対するグランドトワルースの重要性を具体的に示した。衛星画像や航空写真
を利用するリモートセンシングの適用上の留意点を示すとともに、地球環境変化を探る上で、特に植生調査の在り方
について一つの方向性を示し、地球総合工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるも
のと言忍める。
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